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おいしくできたかな?おいしくできたかな?
（１月27日　ふるさと緑の少年団　料理教室)（１月27日　ふるさと緑の少年団　料理教室)

特集
民間広報協力員特集
「踊子が歩いたまち・河津」



　１月21日に行われた第46回下田・河津駅伝競走大会において、河津中学校男子チームが

３連覇を達成しました。河津では５チームが参加しています。

　チームの成績と個人の成績は次のとおりです。

河津中学校男子三連覇

第46回下田・河津駅伝競走大会

【河津町関係チームの成績（団体）】

南小スタートの様子

部　門 順　位 チーム名 記　録

中学校男子 １位 河津中学校 １時間２１分４７秒

中学校女子 ３位 河津中学校 １時間４０分０５秒

一般男子 ２位 オール河津 １時間２０分０５秒

一般男子 ９位 河津走ろう会 １時間３１分４８秒

一般男子 ２７位 河津町役場 １時間４４分０５秒

チーム名 １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区

河津中学校

（男子）

相澤良太
18分54秒 (３位)

河津中学校

（女子）

木下小百合
22分08秒 (６位)

オール河津
鈴木丈太

17分54秒 (２位)

河津走ろう会
植田耕一郎

20分19秒 (13位)

河津町役場
加藤浩平

20分58秒 (19位)

小河玄茉
16分27秒 (１位) 新

板垣南美
20分26秒 (４位)

村串弘親
16分31秒 (３位)

倉原卓也
18分12秒 (７位)

鈴木剛
22分36秒 (38位)

大橋歩
9分25秒 (１位)

板垣聖奈
12分24秒 (６位)

鳥澤祐一
9分14秒 (１位)

稲毛玲偉
9分42秒 (３位)

遠藤健司
14分06秒 (41位)

島崎康資
13分33秒 (５位)

鈴木　曜
15分26秒 (３位)

片山径介
12分01秒 (１位)

長谷川愛
15分05秒 (19位)

萩原和也
15分11秒 (20位)

菊池祐明
11分56秒 (３位)

山田桜愛
14分26秒 (３位)

井勝広隆
11分42秒 (１位)

正木瑠香
14分24秒 (17位)

臼井理治
15分17秒 (31位)

正木楓
11分32秒 (１位) 新

佐藤舞里子
15分15秒 (５位)

鈴木健五
12分43秒 (２位)

井勝俊輔
14分06秒 (８位)

土屋悟史
15分57秒 (20位)
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『伊豆の踊子』の

舞台の一つ、福田家旅館

　

河
津
に
は
河
津
桜
や
わ
さ
び
、

河
津
七
滝
な
ど
数
多
く
の
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
今
回
の
民
間
広
報
協

力
員
特
集
で
は
、
そ
の
中
か
ら
私

た
ち
が
知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外

と
知
ら
な
い
、河
津
が
舞
台
と
な
っ

た
小
説
『
伊
豆
の
踊
子
』
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

　

河
津
を
歩
い
て
い
る
と
、
町
内

の
至
る
と
こ
ろ
で
踊
り
子
の
像
や

イ
ラ
ス
ト
、
名
前
を
見
か
け
る
と

思
い
ま
す
。
河
津
桜
ま
つ
り
で
も
、

踊
り
子
の
格
好
を
し
た
「
ミ
ス
伊

豆
の
踊
り
子
」
た
ち
が
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
踊
り
子
の
像
や
「
ミ

ス
伊
豆
の
踊
り
子
」
を
見
た
こ
と

は
あ
っ
て
も
、『
伊
豆
の
踊
子
』
が

ど
の
よ
う
な
小
説
な
の
か
、
河
津

の
ど
こ
を
舞
台
に
し
て
い
る
の
か
、

よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
民
間
広
報
協
力
員
も
、
初
め
は

こ
の
小
説
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
か

っ
た
り
、
昔
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ

て
も
内
容
を
覚
え
て
い
な
か
っ
た

り
と
、
詳
し
く
知
る
人
が
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、『
伊
豆
の
踊

子
』
の
こ
と
を
調
べ
て
い
く
に
つ

れ
て
、
も
っ
と
こ
の
小
説
の
面
白

さ
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
知
っ
て

も
ら
い
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
魅

力
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

「
道
が
つ
づ
ら
折
り
に
な
つ
て
、

い
よ
い
よ
天
城
峠
に
近
づ
い
た

と
思
ふ
こ
ろ
、
雨
脚
が
杉
の
密

林
を
白
く
染
め
な
が
ら
、
す
さ

ま
じ
い
早
さ
で
麓
か
ら
私
を
追

つ
て
来
た
。
」(

冒
頭
文
）

　

大
正
15
年
に
刊
行
さ
れ
た
、

川
端
康
成
の
初
期
の
代
表
作
。

伊
豆
の
自
然
を
背
景
に
、
学
生

（
旧
制
高
校
生
）
の
「
私
」
と

旅
芸
人
の
幼
い
踊
子
と
の
淡
い

恋
を
描
い
た
小
説
で
あ
る
。

　

大
正
11
年
、
康
成
は
数
年
前

に
伊
豆
へ
一
人
旅
を
し
た
と
き

の
体
験
を
元
に
草
稿
『
湯
ヶ
島

の
思
ひ
出
』
を
執
筆
。
こ
れ
を

書
き
直
し
た
も
の
が
『
伊
豆
の

踊
子
』
で
あ
る
。
河
津
町
内
で

は
旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
や
湯
ヶ
野

の
宿
場
町
が
舞
台
と
し
て
登
場

し
、
特
に
湯
ヶ
野
で
は
福
田
家

旅
館
や
共
同
湯
の
情
景
が
豊
か

に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
福

田
家
旅
館
に
は
現
在
も
康
成
が

宿
泊
し
た
客
室
が
残
っ
て
い
る
。

『
伊
豆
の
踊
子
』
と
は
？

※

本
特
集
で
は
、『
伊
豆
の
踊
子
』
の
作
中
人
物
を
「
踊
子
」、そ
れ
以
外
を
「
踊
り
子
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。
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『
伊
豆
の
踊
子
』
は
、
作
者
川
端

康
成
の
実
体
験
を
も
と
に
書
か
れ

た
小
説
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

川
端
康
成
は
明
治
32
年
、
大
阪

に
生
ま
れ
た
。
父
栄
吉
と
母
ゲ
ン
、

姉
の
芳
子
と
弟
の
康
成
の
４
人
家

族
で
あ
っ
た
。
し
か
し
康
成
が
２

歳
の
と
き
、
父
栄
吉
が
結
核
で
亡

く
な
り
、
こ
れ
を
追
う
よ
う
に
し

て
翌
年
、
母
ゲ
ン
が
同
じ
病
で
亡

く
な
る
。
残
さ
れ
た
姉
弟
の
う
ち
、

姉
の
芳
子
は
母
方
の
親
戚
に
、
康

明
治
32
年

(

１
８
９
９
）

大
正
７
年

(

１
９
１
８
）

大
正
11
年

(

１
９
２
２
）

大
正
15
年

(

１
９
２
６
）

０
歳

19
歳

23
歳

27
歳

大
阪
市
に
、
川
端
栄
吉
・
ゲ
ン
夫
妻
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る

一
高
時
代
に
修
善
寺
か
ら
下
田
へ
旅
行

→
踊
り
子
た
ち
と
の
出
会
い

伊
豆
湯
ヶ
島
で
、
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
元
と
な
る

『
湯
ヶ
島
の
思
ひ
出
』
を
執
筆

『
伊
豆
の
踊
子
』
を
発
表

成
は
祖
父
母
に
引
き
取
ら
れ
る
が
、

そ
の
姉
も
康
成
が
10
歳
の
と
き
に

亡
く
な
る
。
そ
し
て
15
歳
の
と
き

に
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
す

べ
て
の
身
内
を
亡
く
し
、
康
成
は

天
涯
の
孤
児
と
な
る
。

　

こ
の
特
異
な
生
い
立
ち
は
、
康

成
の
生
涯
に
「
孤
児
の
感
情
」
と
「
血

筋
へ
の
執
念
」
と
い
う
二
つ
の
影

を
落
と
す
こ
と
と
な
る
。
後
に
康

成
は
、
自
作
解
説
『
独
影
自
命
』

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　
こ
の
「
孤
児
」
は
私
の
全
作
品
、

全
生
涯
の
底
を
通
つ
て
流
れ
る
も

の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
で

は
さ
う
は
思
わ
な
い
、
け
れ
ど
も
、

さ
う
で
あ
つ
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
、

今
は
も
う
煩
憂
と
し
な
い
。

　

大
正
６
年
、
康
成
は
一
高
に
入

学
す
る
。
し
か
し
初
め
の
う
ち
、

康
成
は
な
か
な
か
寮
生
活
に
な
じ

め
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
の
こ
と
を
、

康
成
は
『
少
年
』
で
次
の
よ
う
に

振
り
返
っ
て
い
る
。

　

私
は
高
等
学
校
の
寮
生
活
が
、

一
二
年
の
間
は
ひ
ど
く
嫌
だ
つ
た
。

中
学
五
年
の
時
の
寄
宿
舎
と
勝
手

が
ち
が
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
私
の
幼
少
年
時
代
が
残
し
た

精
神
の
疾
患
ば
か
り
が
気
に
な
っ

て
、
自
分
を
憐
れ
む
念
と
自
分
を

厭
ふ
念
と
に
耐
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

孤
独
の
世
界
に
あ
っ
た
康
成
は
、

翌
大
正
７
年
、
そ
こ
か
ら
脱
出
す

る
た
め
に
伊
豆
の
旅
に
出
る
。

　

こ
の
旅
に
お
け
る
最
も
大
き
な

出
来
事
が
、
道
中
、
旅
芸
人
一
行

と
道
連
れ
に
な
っ
て
数
日
を
共
に

過
ご
し
、
年
若
い
踊
り
子
に
淡
い

恋
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

伊
豆
か
ら
戻
っ
た
康
成
は
、
東

京
の
本
郷
に
あ
る
「
エ
ラ
ン
」
と

い
う
カ
フ
ェ
に
出
入
り
す
る
よ
う

に
な
り
、
そ
こ
で
働
い
て
い
た
伊

は
踊
子
か
ら
「
い
い
人
」
す
な
わ

ち
幼
心
を
失
わ
な
い
人
と
認
め
ら

れ
て
、
こ
れ
ま
で
自
分
を
閉
じ
込

め
て
い
た
「
孤
児
根
性
」
か
ら
解

放
さ
れ
る
。
浄
化
救
済
の
実
現
で

あ
る
。
」

【
考
察
】

　

学
生
が
康
成
の
投
影
な
ら
ば
、

踊
子
は
伊
藤
初
代
の
、
旅
芸
人
一

行
は
康
成
の
家
族
の
投
影
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
踊
子
の
兄

が
父
栄
吉
と
同
じ
名
前
だ
っ
た
り
、

踊
子
の
年
齢
が
姉
芳
子
が
亡
く
な
っ

た
年
齢
と
一
致
し
て
い
た
り
す
る

こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

　

康
成
は
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
中

で
学
生
と
旅
芸
人
の
交
流
を
描
く

こ
と
に
よ
り
、
幼
少
年
期
の
「
孤

児
の
感
情
」
や
「
血
筋
へ
の
執
念
」
、

そ
し
て
伊
藤
初
代
へ
の
恋
心
を
救

済
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

藤
初
代
と
恋
愛
を
す
る
。
初
代
は

子
ど
も
の
よ
う
な
純
真
さ
を
持
っ

た
、
ど
こ
か
寂
し
げ
な
少
女
だ
っ

た
。
し
か
し
婚
約
か
ら
わ
ず
か
１

カ
月
後
、
康
成
の
元
に
初
代
か
ら

手
紙
が
届
き
、
一
方
的
に
婚
約
を

破
棄
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

康
成
は
思
い
悩
み
、
そ
の
煩
悶

を
小
説
に
書
き
つ
づ
っ
た
。
大
正

11
年
に
執
筆
さ
れ
た
『
湯
ヶ
島
の

思
ひ
出
』
は
、
そ
の
作
業
の
集
大

成
で
あ
る
。
こ
の
草
稿
は
原
稿
用

紙
１
０
７
枚
の
未
完
の
作
品
で
、

現
存
し
な
い
。

　

大
正
15
年
、
康
成
は
『
伊
豆
の

踊
子
』を
発
表
す
る
。こ
れ
は『
湯
ヶ

島
の
思
ひ
出
』
の
一
部
を
書
き
直

し
た
も
の
で
あ
る
。

 

『
伊
豆
の
踊
子
』
に
登
場
す
る
学

生 (

「
私
」) 

は
、
孤
児
根
性
で
歪

ん
だ
自
分
の
性
質
に
対
し
反
省
を

重
ね
、
そ
の
息
苦
し
い
憂
鬱
に
堪

え
切
れ
ず
伊
豆
の
旅
に
出
て
き
た

人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

作
中
で
踊
子
が
学
生
に
言
う
。

「
ほ
ん
と
う
に
い
い
人
ね
。
い
い

人
は
い
い
ね
。
」

　

こ
の
場
面
に
つ
い
て
、
大
久
保

喬
樹
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
こ
に
お
い
て
と
う
と
う
、「
私
」

孤
独
な
幼
少
年
時
代

踊
り
子
と
の
出
会
い

『
伊
豆
の
踊
子
』
を
発
表

伊
藤
初
代
と
の
恋

≪旅芸人一行≫

四十女
母子

兄弟

千代子 (19歳)

栄吉 (24歳)

薫 (14歳)

【踊子】

生涯学習とは

　一般には、人が生涯に行うあらゆる学習という意味で用いられています。

　人々が、いつでもどこでも、自由に学習機会を選択して学ぶことができる社会の実現を、これか

らも図っていきます。

　河津町立文化の家において、静岡県で出土した遺

物の展示が平成29年12月２日から平成30年１月９日

まで行われました。

　「出土品から知るヒトと動物の歴史」と題して、

イヌ・ウマ・トリなど様々な動物の遺物が展示・解

説され、訪れた人は興味深く見学していました。

　２月３日に遊び名人塾が西小学校で行われまし

た。スポーツ推進員の指導のもと、ドッジビーや

ミニサッカー・グランドゴルフを楽しみました。

その後、閉講式が行われ修了証が手渡されまし

た。

出土品から静岡の歴史を学ぶ

遊び名人塾
ニュースポーツ体験

静岡県埋蔵文化財センター巡回展

展示された出土品

ドッジビーを楽しむ児童

　１月27日、ふるさと緑の少年団の閉講式が文化

の家生涯学習室で行われました。鈴木基教育長の

レクレーションで、みんなで協力する大切さを学

びました。１年間活動してきて、様々なことを経

験することができました。

ふるさと緑の少年団
閉講式

レクレーションを行う団員たち

川端康成の年表

271
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河
津
駅

今
井
浜
海
岸
駅

河津浜海水浴場

今井浜海水浴場今井浜海水浴場

伊豆
オレンヂセンター

踊り子
温泉会館

生コン

峰温泉大噴湯公園

初景滝

河津踊子
滝見橋

③ ② ①

踊り子歩道

至

修
善
寺

天城山隧道

八丁池

河津七滝
ループ橋

踊子花街道

⑨ 伊豆の踊り子美術館

河津
バガテル

公園

至 

伊
東

至

下
田

河津
郵便局

踊り子
温泉会館

⑤

⑩

★３ ★２

★１

⑥
⑦⑧

河津浜海水浴場

⑦河津駅

⑩伊豆の踊り子

い
て
、
街
灯
に
は
そ
の
名
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑨
伊
豆
の
踊
り
子
美
術
館

見
高
に
あ
る
伊
豆
オ
レ
ン
ヂ
セ

ン
タ
ー
の
建
物
奥
に
「
伊
豆
の
踊

り
子
美
術
館
」
が
あ
り
、
踊
り
子

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑩
伊
豆
の
踊
り
子
（
バ
ラ
）

平
成
14
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

市
よ
り
、
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
が

で
き
た
こ
と
を
記
念
し
て
パ
リ
市

と
河
津
町
と
の
友
好
の
証
と
し
て
、

河
津
町
に
贈
ら
れ
た
四
季
咲
き
の

バ
ラ
で
す
。
作
出
者
は
ア
ラ
ン
・

メ
イ
ア
ン
で
、
河
津
が
『
伊
豆
の

踊
子
』
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
花

び
ら
は
鮮
や
か
な
黄
色
を
し
て
お

り
、
踊
り
子
を
思
わ
せ
ま
す
。

【
広
報
協
力
員
】

村
木
竜
也
　
田
島
禎
之
　
長
岡
秀

植
田
友
香
　
山
崎
綾
　
　
東
真
理

磯
谷
美
佐
　
鈴
木
香
織

【
参
考
文
献
】

テ
キ
ス
ト

・
川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
新
潮
社

評
論

・
原
善
編
『
川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
作

品
論
集
』
株
式
会
社
ク
レ
ス
出
版

・
大
久
保
喬
樹
『
川
端
康
成
　
美
し
い
日
本

の
私
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

・
鈴
木
伸
一
・
山
田
吉
郎
編
『
川
端
康
成
作

品
論
集
成
　
第
１
巻
』
株
式
会
社
お
う
ふ
う

⑦
河
津
駅

駅
前
に
、
踊
り
子
と
学
生
が
並

ん
で
石
に
腰
掛
け
た
像
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
駅
構
内
に
は
踊
り

子
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
や
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
作
っ
た
木
製
の
踊
り
子

像
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

待
合
室
で
は
『
伊
豆
の
踊
子
』
の

文
庫
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑧
踊
子
花
街
道

観
光
交
流
館
付
近
か
ら
国
道
１

３
５
号
線
へ
向
か
う
直
線
の
通
り

は
「
踊
子
花
街
道
」
と
呼
ば
れ
て

「河津町介護家族の会」入会者募集

治療奉仕を実施します

SNSの使い方に気をつけて！

◆ 今月の納税 ◆
町県民税随時期、国民健康保険税随時期

後期高齢者医療保険料８期　４月２日 (月) が納期です。

問 町民生活課 34ー1928

「ONE HEART・思いはひとつ正義を貫く」

　平成31年４月採用予定の警察官A（大

学卒業または卒業見込み）を募集しま

す。募集の詳細については、下田警察

署またはお近くの交番・駐在所までお

問い合わせください。

採用説明会

３月８日（木）15時～

下田警察署松崎分庁舎　２階講堂

３月９日（金）18時～

下田警察署　３階講堂

受　付 ３月20日 (火) ～４月13日 (金）

問　下田警察署　警務課

☎27－0110 (内線211)

人事院は平成30年度の採用試験を行

います。受験案内は人事院ホームペー

ジからダウンロードできます。また、

受験申込みはインターネットで行って

ください。詳しくは人事院中部事務局

までお問い合わせください。

総合職試験（院卒者・大卒程度試験）

受　付 ３月30日 (金) ～４月９日 (月)

第１次試験日　４月29日（日）

一般職試験（大卒程度試験）

受　付 ４月６日 (金) ～４月18日 (水）

第１次試験日　６月17日（日）

一般職試験（高卒試験・社会人試験

（係員級））、税務職員試験

受　付 ６月18日 (月) ～６月27日 (水)

第１次試験日　９月２日（日）

問　人事院中部事務局　第二課試験係

　　　　　　　　  ☎052－961－6838

静岡県警察官募集

国家公務員募集

自衛隊
一般幹部候補生・一般曹候補生募集

ふれあい看護体験参加者募集

　一般幹部候補生は将来自衛隊の中枢

を担うことを期待されたコースです。

陸・海・空自衛隊の幹部候補生学校に入

校し、１年後幹部に昇任、部隊におい

て各職域の専門的リーダーとして活躍

します。文系及び理工科系から進む通

常のコース、パイロットコース、理工

科系から進む技術要員コース、医科・

歯科・薬剤科系から進む医官等コース

に分かれています。

　一般曹候補生は各部隊の中核となる

陸・海・空曹自衛官を養成するコースで

す。自衛隊の約71種類からなるいずれ

かの職につき、３曹昇任後４年で、部内

選抜の幹部候補生への受験資格が得ら

れます。

資　格 平成30年４月１日現在、一般幹

部候補生は22歳以上26歳未満の大学卒

業または見込みの人、一般曹候補生は

18歳以上27歳未満の人

受　付　３月１日(木) ～５月１日(火)

試験日 一般幹部候補生は５月12日(土)

(飛行は5月12日(土)と13日(日))、一般曹

候補生は5月26日(土)

問 自衛隊伊東地域事務所

☎0557－37－9632

「ふれあい看護体験」は、住民のため

に保健医療福祉施設がドアを開き、見

学や簡単な看護体験、関係者との交流

などを行うイベントです。郡内では伊

豆今井浜病院や熱川温泉病院などで実

施します。

応　募　郵便往復ハガキの裏面に①施

設名と日付②住所③氏名（フリガナ）

④年齢⑤性別⑥職業⑦電話番号⑧洋服

サイズ⑨応募の理由⑩「ふれあい介護

体験」を何で知ったか、表面に①申込

者の住所②氏名を記入して郵送

受　付　4月2日(月)～4月23日(月)

詳細はホームページをご覧ください。

問　静岡県ナースセンター

　　　　 　　　　  ☎054－202－1761

　　静岡県看護協会ホームページ　　

　　　　 http://www.shizuoka-na.jp/

　河津町にお住まいの方で介護に不安

がある人や過去に介護を経験した人、

介護に興味のある人などの交流の場と

して活動しております。入会を希望さ

れる人はご連絡をお待ちしております。

問　サンシニア河津　　  ☎32－3203

　　　　　　　　担当：佐々木、臼井

河津鍼灸マッサージ師会では、はり・

きゅう・あん摩マッサージ指圧施術を

通して県民の健康維持、増進を図り、

公衆衛生の向上に寄与することを目的

として治療奉仕を実施します。

（１人１回20分、予約不可）

日　時　４月15日(日）10時～13時

　　　　　　　　　　(受付12時まで)

場　所　踊り子温泉会館

問　河津鍼灸マッサージ師会

　　　　　　　　　　 　  ☎34－1413

　中高生を中心に多くの子どもたちが

スマートフォンを持ち、SNS（ライン、

インスタグラム、ツイッター、フェイ

スブック）を利用していると思います。

　気軽に複数の人とメッセージのやり

とりができて便利な反面、ラインのグ

ループトークでのいじめやネット依存、

写真流出による被害、ネットを通じて

知り合った人と会い犯罪に巻き込まれ

てしまうケースなどが増えていること

も忘れてはいけません。ご家庭でイン

ターネットを利用する際のルールを作

るなど、話し合いの場を持ちましょう。

～インターネットを利用する際のルール～

・使用時間を決める

・悪口など相手が嫌な思いをする書き

込みをしない

・ネットで知り合った人と直接会わない

・安易に個人情報や顔写真を載せない

・投稿を公開する範囲を設定する

問　下田警察署管内防犯協会

　　　　　　　　　　 　  ☎34－1413
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河
津
駅

今
井
浜
海
岸
駅

河津浜海水浴場

今井浜海水浴場今井浜海水浴場

⑧ 舞子浜⑧ 舞子浜

伊豆
オレンヂセンター

踊り子
温泉会館

大噴湯公園

初景滝

★１　天城山隧道

 ② 福田家旅館        ① 伊豆の踊子文学碑

河津踊子
滝見橋

④ ③ ②

踊子歩道

至 

修
善
寺

天城山隧道

八丁池

河津七滝
ループ橋

ほっと
ステーション

踊子花街道

⑨ 伊豆の踊り子美術館

河津
バガテル

公園

至

伊
東

踊り子
温泉会館

④

★２　①

★１

⑤
⑥⑦

河津浜海水浴場

河津郵便局で踊り子と学生

のはがきを売っているよ！

★
１
　
天
城
山
隧
道

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
と
も
呼
ば
れ

る
、
明
治
37
年
竣
工
の
石
造
り
の

ト
ン
ネ
ル
で
す
。
平
成
13
年
に
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

『
伊
豆
の
踊
子
』
の
作
中
で
、
修

善
寺
、
湯
ヶ
島
と
旅
を
し
て
き
た

学
生
が
再
び
旅
芸
人
の
一
行
と
出

会
う
の
が
こ
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

★
２
　
福
田
家
旅
館

明
治
12
年
に
開
業
し
た
老
舗
旅

館
で
す
。
『
伊
豆
の
踊
子
』
で
は

「
小
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
共
同
湯

の
横
の
橋
を
渡
っ
た
温
泉
宿
」
と

し
て
登
場
し
ま
す
。

　

学
生
が
福
田
家
旅
館
の
風
呂
に

入
っ
て
い
る
と
、
川
向
か
い
の
共

同
湯
か
ら
踊
子
が
真
裸
で
飛
び
出

し
て
き
て
、
学
生
は
そ
の
姿
に
子

ど
も
ら
し
さ
を
感
じ
る…

…

と
い

う
場
面
が
有
名
で
す
。

①
伊
豆
の
踊
子
文
学
碑

昭
和
40
年
、
福
田
家
旅
館
の
隣

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
碑
面
に
は
、

「
湯
ヶ
野
ま
で
は
河
津
川
の
渓
谷

に
沿
う
て…

…

」
と
、『
伊
豆
の
踊

『
伊
豆
の
踊
子
』
の

舞
台

子
』
の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
川
端
康
成
の
直
筆
を
拡
大

し
た
も
の
で
す
。

　

毎
年
11
月
に
行
わ
れ
る
伊
豆
の

踊
り
子
文
学
祭
で
は
、
踊
り
子
と

学
生
の
格
好
を
し
た
二
人
が
こ
の

文
学
碑
に
献
花
を
し
ま
す
。

②
河
津
踊
子
滝
見
橋

「
片
塔
式
ウ
ェ
ー
ブ
橋
」
と
い
う

吊
り
橋
で
す
。

　

本
谷
川
沿
い
を
登
っ
て
七
滝
の

中
の
蛇
滝
の
先
に
か
か
る
情
緒
あ

る
橋
で
す
。

③
初
景
滝
の
伊
豆
の
踊
り
子
像

七
滝
の
ひ
と
つ
初
景
滝
に
は

「
踊
り
子
と
私
」
の
ブ
ロ
ン
ズ
像

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
11
月
に
行
わ

れ
る
滝
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
で

も
あ
り
、フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

④
踊
り
子
像

初
景
滝
に
向
か
う
手
前
に
、
踊

り
子
の
像
が
あ
り
ま
す
。

⑤
踊
り
子
温
泉
会
館

「
峰
温
泉
」
の
豊
か
な
湯
を
活

か
し
た
純
和
風
造
り
の
町
営
施
設

で
す
。

⑥
河
津
桜
観
光
交
流
館

川
端
康
成
の
写
真
や
、
映
画
の

撮
影
の
様
子
の
写
真
が
展
示
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
踊
り
子
の
ス
タ
ン

プ
が
押
せ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。

踊
り
子
に
関
わ
り
の

あ
る
場
所

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

19日(木)

17日(木)

28日(木)

午後・夜間

26日(木)

23日(木)

27日(木)

10月

11月

12月

１月

２月

３月

18日(木)

22日(木)

13日(木)

午後・夜間

24日(木)

28日(木)

７日(木)

月検査日 検査日

　静岡県では、平成30年度肝炎ウイル

ス検査、HIV検査、梅毒検査、HTLV-1

検査 (11月のみ) 、骨髄バンクドナー登

録を実施します。検査は無料で、電話

予約が必要です。

会　場 下田総合庁舎　別館１階相談室

時　間

（１）問診・採血

９時～12時 (夜間検査時は17時30分～19

時）(要予約）

（２）結果通知

①B型肝炎・HIV・梅毒検査（面談で告

知）…検査当日の14時～17時（午後検

査時は15時～16時30分、夜間検査時は

19時～20時30分）

②C型肝炎・HTLV-1検査…約２週間後

（面談で告知）

問　賀茂保健所　地域医療課

　　　　　　　　　　　   ☎24－2052

　　松崎保健支援室（相談）

　　　　　　　　　　　   ☎42－0262

（１月１日～31日届出）

戸籍だより

相　談

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（２月１日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,399 人　　前月比（－11)

3,589 人

3,810 人

3,334 世帯　前月比（＋５）

※このコーナーに掲載を望まない場合は

　お申出ください。

日　時　３月20日(水)　10時～15時

場　所　保健福祉センター１階  展示室

問　社会福祉協議会　 　 ☎34－1286

日　時　４月18日(水)　10時～15時

場　所 ボランティア団体室

問　町民生活課　　　  　☎34－1932

日時・場所

４月６日(金)　下田市役所（要予約）

４月20日(金)　河津町役場（要予約）

９時30分～11時30分、13時～14時

以下の問合せ先で電話予約をしてください。

問 下田市役所市民保健課 ☎22－3922

河津町役場町民生活課 ☎34－1932

飼い主のいない犬・ねこに限ります

日　時 ４月18日(水)

　　　　10時40分～10時50分

場　所　役場前駐車場

問　町民生活課窓口係　  ☎34－1932

行政・生活相談

日本年金機構出張相談

身近なこと生活相談へ

ご結婚おめでとう
〔町内へ〕

地　区

梨本

笹原

浜

(旧姓)

佐野

伊藤

肥喜里

前住所

下峰

静岡市

見高浜

お名前

大塩　一都

　　百合香

塚田　博貴

　　　有香

村木　千波

　　美由紀

犬・ねこ適正飼養相談

肝炎ウイルス検査などを実施

お知らせ

◆ 今月のふれあい町長室 ◆
３月26日(月) 13時30分～15時30分　1人20分程度、団体不可、

個人は３人まで（職員が立会います）

予約受付：３月19日(月)～３月23日(金)

問 まちづくり推進課 34ー1924

※河津町民専用のフリーダイヤル番号

0120－560－655

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について

年中無休で各分野の専門スタッフが相談に応じます
　　　　　　　　　　　   (電話健康相談専門事業者への委託事業)

お悔やみ申し上げます
年齢

84

89

91

96

84

87

77

103

98

82

90

93

84

64

85

世帯主

本人

本人

本人

本人

本人

本人

本人

惠児

中村　聰

本人

本人

太助

鉄明

和茂

孝志

地 区

谷津

田中

下佐ケ野

下峰

上峰

上峰

見高入谷

上佐ケ野

見高浜

下佐ケ野

下峰

上峰

見高入谷

下峰

下峰

お名前

田 和  洋 一

鈴 木  き り

稲 葉   　實

正木 とよ子

齋 藤  宗 重

村 串  英 雄

土屋 粂太郎

飯 田  こ と

山 口  忠 代

菊 地  定 明

豊 嶋  　 明

正 木  ち よ

土 屋  岸 代

鳥 澤  正 子

正 木  信 子
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河津町総合教育会議
日 時　平成30年１月18日(木)

場 所　文化の家　生涯学習室

議 題　①教育大綱、基本施策の達成状況について

②今後の取組みについて（小学校のあり方について）

③河津町教育資金利子補給金交付要綱（案）について

会議録要旨　

・教育大綱、基本施策の達成状況について

教育大綱に４つの基本目標と、その中に19の基本施策があり、基本施策についての達成状況及び次年度以降の

取組み目標について報告した。

・今後の取組みについて（小学校のあり方について）

　将来を担う子どもたちの未来を創っていくために20年先、30年先の計を見通さなくてはならない。そこで、

河津町学校教育環境整備委員会を立ち上げ、慎重の上にも慎重を重ね、様々な角度から十分な時間をかけて小

学校のあり方について議論していきたいと考える。

・河津町教育資金利子補給金交付要綱（案）について

　町内に住所を有する者（被扶養）の就学のための教育費負担を軽減し、経済的地位の向上を図る制度で、

教育資金や奨学金を金融機関等から借り入れた際の利子を補給する制度を創設します。

担　当　課　教育委員会　☎34ー1117

河津町高齢者保健福祉計画等策定委員会（第２回）
日 時　平成30年２月２日 (金) 17時～18時15分

場 所　保健福祉センター　ふれあいホール

主 旨　河津町における高齢者のニーズと将来必要な保健福祉サービスの量を明らかにし、現状や課題を

踏まえ、将来必要とされるサービス提供体制を整備するための高齢者保健福祉計画、介護保険事

業計画について協議する。

議 題　河津町第８次高齢者保健福祉計画及び第７期介護保険事業計画について

会議録要旨　

　前回意見の反映、修正内容、保険料の推計について説明し、策定委員からは、計画内容について広報等によ

り町民に十分伝えて欲しいという意見が出て、計画案は適当とされた。諮問に対する答申は、２月７日（水）

に委員長から町長へ行うことを確認。また、２月13日 (火) ～26日 (月) の日程でパブリックコメントを実施し、

町議会３月定例会において保険料の承認を得て、本年度中に計画を策定することを確認した。

【計画案の内容】

・以下の項目に重点を置く

(1)高齢者の積極的な社会参加の促進

(2)健康づくりの推進

　(3)介護保健サービスの円滑な推進

(4)認知症への理解と適正な対応の推進

(5)支え合う地域づくりの推進

・介護保険料基準月額は、介護サービス施設利用者の増加推計などから、現計画から1,600円増え、6,500円とする。

担　当　課　保健福祉課　☎34ー1937

ふれあい町長室（平成30年１月24日 (水) ）

参加者：１名　テーマ：「町政策の見直し」

担当課　まちづくり推進課　☎34－1924

町が行った主要な会議の公開について

減塩料理教室

保健のお知らせ
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　３月19日(月)   

　　　　13時30分～15時30分

　　　　４月２日(月)

　　　　13時30分～15時30分

場　所　保健福祉センター

持ち物 身元の確認ができるもの (写

真付きでない場合は２種類ご持参くだ

さい)、個人番号カードまたは通知カード

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　４月３日(火)

　　　　10時00分～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食、育児相談

持ち物　母子健康手帳

■ママパパ学級(予約制)

　妊婦さんのための教室です。

　３回１コースの内容です。都合の悪い

人は、いずれか１回の参加でもかまい

ません。

第１課　４月９日(月)

　　　　13時30分～16時

第２課　４月23日(月)

　　　　10時00分～12時00分

第３課　５月７日(月)

　　　　10時00分～13時30分

場　所　保健福祉センター　２階

持ち物　母子健康手帳　

　　　　動きやすい服装でお越しくだ

　　　　さい。

対　象　昭和54年４月２日～平成元年４月１日生まれの男女

　　　　加入保険は問いません

定　員　80人

場　所　保健福祉センター（役場庁舎裏）託児あり

実施日　４月22日 (日)

時　間　①8：00～8：15　②8：15～8：30　③8：30～8：45

　　　　④8：45～9：00　⑤9：00～9：15　⑥9：15～9：30

(混雑を避けるため、受付時間を区切って予約を受け付けます。)

負担金　1,000円

対象の方へは、後日詳細をご案内します。

問　保健福祉課　健康係　☎34－1937

●今月のテーマ

「私達の健康は
私達の手で」

保健福祉課　☎34－1937

　

生
活
習
慣
の
基
本
と
な
る

食
事
。
生
活
習
慣
病
と
い
わ

れ
る
高
血
圧
や
糖
尿
病
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
疾
患
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
広
報

で
何
度
も
取
り
上
げ
て
い
ま

す
が
、
静
岡
県
の
中
で
も
東

部
・
伊
豆
地
区
は
高
血
圧
者

が
多
い
地
域
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
の
１
つ
と
し

て
塩
分
の
多
い
食
事
「
干

物
・
汁
物
・
漬
物
」
を
よ
く

食
べ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
特
定
健
診
後
の
保
健
指
導

や
健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
で

保
健
師
や
栄
養
士
が
説
明
を

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に

も
食
事
に
関
す
る
活
動
を
し

て
い
る
組
織
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
す
か
？
河
津
町
健
康
づ

く
り
食
生
活
推
進
協
議
会
（
島

崎
公
子
会
長
）
、
通
称
「
食
推

さ
ん
」
で
す
。
「
私
達
の
健
康

は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
食
を
通
し
た
健
康
づ
く

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
会

員
数
は
34
名
で
９
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
減
塩
料

理
教
室
や
、
親
子
料
理
教
室
、

乳
児
健
診
で
の
離
乳
食
の
試

食
提
供
な
ど
、
多
く
の
場
面

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
減
塩

と
野
菜
摂
取
の
普
及
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で

も
研
修
を
行
い
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
新
し
い
情
報
や
レ

シ
ピ
の
習
得
に
努
め
て
い
ま

す
。
来
年
度
か
ら
は
会
員
も

増
え
、
さ
ら
に
賑
や
か
に
活

動
し
て
い
く
予
定
で
す
。
生

活
習
慣
は
小
さ
な
頃
か
ら
の

毎
日
の
積
み
重
ね
で
す
。
子

ど
も
に
も
食
の
大
切
さ
を
伝

え
、
未
来
に
向
け
た
活
動
を

今
後
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

30
歳
代
の
３
、
４
人
に
１
人
が
既
に
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
ま
た
は
予
備

群
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

若
い
う
ち
か
ら
自
分
の
身
体
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
生
活
習
慣
病
予
防
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
30
歳
か
ら
39
歳
に
な
る
方
を
対
象

に
き
っ
か
け
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
19
日 (

月
）

か
ら
４
月
６
日
（
金
）
の
間
に
、
保
健
福
祉
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
　
関
　
真
由
美
　
保
健
師

き
っ
か
け
検
診
の
ご
案
内
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上佐ヶ野・梨本簡易水道

河津町水道事業

上佐ヶ野
簡易水道

梨本簡易水道

　水道は私たちの暮らしになくてはならない重要なインフラ

です。特に日本の水道水は検査項目が多く、その厳格な基準

によって高い安全性が確保されています。

　しかしながら現在、日本の水道管の多くは、昭和40年～50

年代に整備されており、老朽化した水道施設・管路の更新が

懸念され、併せて多くの自治体では人口減少などの影響でそ

の収入は減る一方で、水道管や施設の更新を行う費用が確保

できないという懸念がされています。

　河津町の水道は、大丈夫なのでしょうか？

　河津町水道事業は、昭和46年に峰地区・河津町・見高入谷

の３つの簡易水道を統合して創設されました。

　平成12年に縄地・逆川と簡易水道を統合し、平成20年には上河津地区・泉奥原地区も統合、計画給水人口7,760人、

計画一日最大給水量7,730立方メートル/日の水道事業となっています。

　この他に上佐ヶ野簡易水道組合と梨本簡易水道組合などがあり水の供給を行っています。

河津町の水道について

　河津町における人口減少は、水道事業が計画された当時の人口は昭和45年に9642人だったものが、現在平成28年

には7543人（78.2％）と、2,099人もの減少となっています。

　使用水量も同様に減少、機器の節水等も進み水道料金収入は減収し続けています。さらに、水道施設の老朽化が

進み設備の更新費用が増すようになっています。減収と更新費用増という中で、現在の水道事業を維持することは

大変厳しくなっているのが現状です。

　水道事業を考える上で今後の町の状況を見据えて、更新が必要な施設・適切な料金を算出し、安定した水道事業

が持続できるような仕組み、実現可能な計画を作っていかなくてはなりません。

　町の水道事業だけでなく、上佐ヶ野地区・梨本地区の二つの簡易水道事業も同様で、さらに簡易水道事業では高

齢化という問題も加わり地区だけで管理するという点でも維持が困難になるのではないかと懸念されます。

人口減少と老朽化

　河津町の水道料金は、昭和58年以降30年以上据え置かれています。

今後、将来に向けた水道料金の適正な価格を検討するため、施設や設備

の更新費用や修繕費用などを見込み、中長期的な展望に立ち水道事業計

画（新水道ビジョン）に取り組んでいきます。持続的な安定した水道事

業の運営には水道料金の改定も必要になると思われます。皆さまのご理

解をよろしくお願いします。

いままでも、これからも、
　　　安全でおいしいみんなの水道。

問　建設課　水道温泉係　☎34－1954

水道料金について

　

第
２
回
バ
ラ
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
が
１
月
25
日
と
26
日
、
河

津
バ
ガ
テ
ル
公
園
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー

で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
か
ら
鹿
児

島
ま
で
全
国
各
地
の
バ
ラ
園
合
計

10
施
設
が
参
加
し
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
団
体
は
全
国
の

バ
ラ
園
間
の
連
携
を
深
め
、
技
術

の
向
上
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
28
年

７
月
に
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園(

岐

阜
県
）
で
第
１
回
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
２
回
会
議
で
は
各
園
共
通
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
検
討
、
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
方
法
、
肥
料

の
配
合
や
害
虫
対
策
な
ど
に
つ
い

て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
２
日
目
に

は
剪
定
や
誘
引
の
手
法
に
つ
い
て

実
技
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
長
を
務
め
た
河
津
バ
ガ
テ
ル

公
園
の
山
本
健
生
公
園
長
は
「
今

後
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を

継
続
し
、
全
国
の
バ
ラ
園
の
相
互

発
展
を
目
指
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

皆
さ
ま
に
は
上
記
期
間
中
は
「
さ

ら
な
る
ご
み
の
分
別
を
し
、
燃
や

す
ご
み
の
減
量
化
」
に
ご
協
力
願

い
ま
す
。

　

徹
底
し
た
分
別
は
、
ご
み
出
し

量
の
減
少
に
繋
が
り
ま
す
。

問　

町
民
生
活
課

☎
（
３
４
）
１
９
３
２

　

１
月
26
日
、
東
京
上
野
恩
賜
公

園
に
お
い
て
、
東
京
都
台
東
区
の

協
力
の
も
と
河
津
桜
成
木
を
３
本

植
栽
し
ま
し
た
。

　

成
木
は
公
園
内
の
不
忍
池
の
ほ

と
り
に
植
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も

「
河
津
桜
」
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー

ト
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
下

旬
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
先
駆
け
、

淡
紅
色
に
咲
く
河
津
桜
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
野
に
お
出

か
け
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

news

news

info

バ
ラ
園
10
施
設
が
意
見
交
換

第
２
回
バ
ラ
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

不忍池の河津桜

４
月
か
ら
ご
み
出
し
は
８
時
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す

上
野
恩
賜
公
園
不
忍
池
に

河
津
桜
を
植
樹

写真上：挨拶を
する山本健生公
園長

写真左：会議の
様子

期
　
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　

平
成
32
年
３
月
31
日

変
更
前　

→　

８
時
３
０
分
ま
で

変
更
後
　
→
　
８
時
ま
で

※

８
時
以
降
に
出
さ
れ
た
ご
み
に

つ
い
て
は
、
収
集
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

☆
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
ご
み
処
理
を
他
市
町

へ
依
頼
す
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の

　

平
成
30
～
31
年
度
に
エ
コ
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
東
河
の
焼
却
処
理
施

設
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

期
間
中
は
ご
み
を
他
市
町
（
松

崎
町
と
西
伊
豆
町
）
へ
運
搬
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
く
時

間
を
４
月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
収
集
日
に
つ
い
て
は
、

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

縄地

見高
入谷

逆川
小鍋

泉奥原

大鍋
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餅つきを体験する５年生

身体が喜ぶ食事を学ぼう
減塩料理教室

収穫した餅米で餅つき
西小学校５年生　餅つき体験

調理実習をする参加者

いいだ しげひさ

オープニングセレモニーでのテープカット

河津の特産物を買い求める観光客

Kawazu  Zakura  News
河津桜まつりが開幕！

　

第
28
回
河
津
桜
ま
つ
り
が
２
月

10
日
か
ら
始
ま
り
、
河
津
桜
観
光

交
流
館
前
駐
車
場
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

岸
重
宏
町
長
を
は
じ
め
、
観
光
関

係
者
や
ミ
ス
伊
豆
の
踊
り
子
、
河

津
バ
ガ
テ
ル
公
園
の
ガ
ッ
テ
ル
く

ん
、
伊
東
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の
マ
リ

に
ゃ
ん
、
河
津
観
光
Ｐ
Ｒ
大
使
の

前
野
朋
哉
さ
ん
な
ど
約
１
０
０
人

が
参
加
し
、
河
津
桜
ま
つ
り
の
開

幕
を
祝
い
ま
し
た
。
岸
町
長
は

「
昨
年
は
93
万
６
千
人
の
観
光
客

が
訪
れ
た
。
今
年
は
１
０
０
万
人

の
大
台
に
乗
せ
ら
れ
る
よ
う
、
町

第28回河津桜まつり

の
皆
で
盛
り
上
げ
た
い
」
と
挨
拶

し
、
実
行
委
員
会
の
峯
静
雄
会
長

は
「
１
０
０
万
人
を
突
破
す
れ
ば

良
い
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
」
と

展
望
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
10
日
か
ら
12
日
に

か
け
て
『
第
８
回
ご
当
地
グ
ル
メ

大
集
合
！
』
が
河
津
桜
観
光
交
流

館
横
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
静
岡

県
東
部
と
伊
豆
の
ご
当
地
グ
ル
メ

が
出
店
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
観

光
客
は
「
河
津
桜
を
眺
め
な
が
ら

ご
当
地
の
お
い
し
い
食
べ
物
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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写真上　ライトアップされた

河津桜を鑑賞する参加者

写真左　遠州木嶋手筒組花火

の披露

まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

　ふるさと緑の少年団料理教室が1月27日、南小学校

家庭科室で開かれました。児童たちは河津町健康づく

り食生活推進協議会の会員による指導のもと、タコラ

イスや簡単アップルパイ、オニオンスープ作りに挑戦

しました。また文化の家生涯学習室で閉講式が行われ、

修了証を代表者の岩永礼矢さんが、皆出席賞を団員５

人が受け取りました。

いわなが　 れいや

　河津桜満喫ナイトウォークが2月23日

に開催され、計170人の町民や観光客が参

加しました。このイベントでは館橋から

浜橋にかけての河津川沿いの桜がライト

アップされ、幻想的な夜桜の景色を楽し

むことができます。参加者は観光交流館

から出発して浜橋で折り返す計３キロのコー

スを歩き、夜の河津桜を眺めたり写真を

撮ったりしていました。またスタート前

には遠州木嶋手筒組花火の実演が行われ、

参加者は勢い良く吹き上げる炎の美しさ

に見入っていました。

第２走者から第３走者へタスキを繋ぐ（オール河津)

　第46回下田河津間駅伝競走大会が１月21日、南小学

校から下田市東本郷ＳＢＳフレイトサービス前まで６

区間、23.825キロのコースで開催されました。今年は

75チームが参加し、抜きつ抜かれつの白熱したレース

を展開しました。町内入賞チームは、河津中学校男子

が部門優勝、同女子が部門３位、オール河津が部門２位

を記録し、力強い走りを見せました。

白熱したレースを展開
第46回下田・河津間駅伝競走大会

タコライス作りに挑戦
ふるさと緑の少年団　料理教室

オニオンスープをよそう児童

夜の河津桜を鑑賞
河津桜満喫ナイトウォーク
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新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書) 著 者 名 出 版 社

天皇陛下と美智子さま
平成三十年の祈り

朝日新聞出版

SBクリエイティブ

西東社

講談社

デイビッド・セイン

瀬戸内　寂聴

レシピを見ないで作れるよ
うになりましょう。

すごい　ストレッチ

よく似た英単語
使い分け事典

いのち

書　名（児童書) 著 者 名 出 版 社

こども武士道
自分に負けない心をみがく！

日本図書センター

新日本出版社

金の星社

ポプラ社

福音館書店

おもしろ科学実験室
4．マジック実験

ふじもと　みさと/作
田中　六大/絵

エムディエヌ
コーポレーション

安野　光雄/文・絵

齋藤　孝/監修

米村でんじろう/監修

ひみつのきもちぎんこう
かぞくつうちょうできました

十五少年漂流記

みんなでたのしむ
まよいみち

Ｊ・ベルヌ/作
高楼　方子/文

★今月の特設コーナー★

河津の昔話を聞こう　－1/13－

　図書館では毎月、季節や出来事にちなんだ

コーナーを作り、本との出会いを応援してい

ます。

　今月のコーナーは、２月に引き続き、絵本

は「春・ひな祭り」、一般向けコーナーは

「さくら特集」「がんばれ！新生活応援」で

す。この時季に役に立つ情報を集めて、カウ

ンター前に展示しています。ぜひ手にとって

みてください。

　稲葉修三郎さんをお招きし、河津の昔話や

若い頃のお話を伺いました。蓄音機やラジ

オ、電話交換手が電話を繋いでいた時代の電

話なども展示し、どのように使っていたか修

三郎さんが実演してくれました。子どもたち

が特に興味津々だったのが蓄音機で、東京音

頭のレコードをかけみんなで手拍子をして楽

しみました。

今月のおはなし会

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

0・1・2歳児向け　10時10分～10時30分
 2・3歳児向け　10時40分～11時　 

３月１・８・15・22・29日
(毎週木曜日)

　幼児向け　10時～10時30分
３月10日

(第２土曜日)

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

　  小学生向け　15時50分～16時20分
３月７・14日

(水曜日)

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
　変更がある場合は、図書館に掲示します。

★冬の図書館日記★

27 28 29 30 31

23 2420 21

25 26

2218 19

16 1713 14 1511 12

９ 10６ ７ ８

１ ３２

４ ５

水日 月 火 木 金 土

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館カレンダー　３月

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.179
Ｈ30.3

【開館時間】
　9：00～18：00 土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
　町立文化の家図書館 34－1115

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と　き：３月29日(木）13時～

ところ：保健福祉センターふれあいホール

対象者：平成29年11月生まれの赤ちゃん

有元　葉子

崎田　ミナ/著
田中　千哉/監修

2018.３　広報かわづ ８１１
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フ シュレッ
341

爬虫類の良さを
多くの人に伝えたい

森　悠さん
もり　　ゆう

地区　浜

25歳　血液型O型　おとめ座

iZoo　勤務

「
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
と
接
し

て
い
る
う
ち
に
、
皆
が
苦
手
な

生
き
物
が
好
き
な
こ
と
に
気
づ

い
た
」
を
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

た
の
は
、
ｉ
Ｚ
ｏ
ｏ
で
働
い
て

い
る
北
海
道
出
身
の
森
悠
さ
ん
。

　
北
海
道
に
い
た
頃
は
１
０
０

種
類
も
の
爬
虫
類
を
飼
っ
て
い

た
ほ
ど
、
大
の
爬
虫
類
好
き
。

動
物
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

憧
れ
の
白
輪
社
長
の
下
で
働
き

た
い
と
強
く
思
い
ｉ
Ｚ
ｏ
ｏ
へ

就
職
し
ま
し
た
。
仕
事
上
で
心

が
け
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
る
と
、

「
爬
虫
類
は
哺
乳
類
と
比
べ
て

体
調
の
変
化
な
ど
が
分
か
り
づ

ら
い
の
で
、
特
に
気
に
か
け
て

観
察
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
は
、
爬
虫
類
＝
苦
手
と
い
う

固
定
観
念
を
な
く
し
、
爬
虫
類

の
良
さ
を
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
に
伝
え
る
こ
と
。「
今
の
仕
事

は
好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ
て
も

ら
え
る
か
ら
、
と
て
も
や
り
が

い
が
あ
る
」
と
話
す
森
さ
ん
。

お
客
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、

常
に
工
夫
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ

一
度
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
は
地
域
の
人
々
と
交
流

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
そ
う
。
ま
す
ま

す
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

何でもこなせる大工に
渡邊　優人さん
わたなべ　　ゆうと

大堰

西小学校６年生

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
大
工
で
す
。

ぼ
く
の
家
は
、
祖
父
も
父
も
大
工

で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
父
や
祖
父

の
作
業
場
に
遊
び
に
行
き
、
余
っ

た
木
で
い
す
を
作
っ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
道
具
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ

た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
大
工
と

い
う
仕
事
を
継
ぎ
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
算
数
が
好
き
な
の
で
、

図
形
を
か
く
の
が
す
ご
く
お
も
し

ろ
い
で
す
。
だ
か
ら
、
家
の
設
計

も
し
て
み
た
い
で
す
。
自
分
で
設

計
し
た
家
が
で
き
あ
が
っ
た
時
の

達
成
感
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
木
材
を
の
こ
ぎ
り
で
切

る
の
に
、
失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

う
ま
く
で
き
る
か
緊
張
し
ま
す
が
、

そ
の
緊
張
感
が
と
て
も
楽
し
い
と

思
い
ま
す
。

  

大
工
と
い
う
職
業
は
外
で
の
仕
事

が
多
く
、
寒
く
て
も
暑
く
て
も
約
束

の
期
日
ま
で
に
仕
事
を
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
体
力
を
必
要
と
す
る
仕

事
で
す
。
今
ぼ
く
は
、
野
球
チ
ー
ム

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
土
、
日
に
は

体
を
た
っ
ぷ
り
動
か
し
て
、
鍛
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
夢

を
叶
え
る
た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を

使
っ
て
ビ
ス
を
打
ち
込
み
、
小
さ
な

テ
ー
ブ
ル
を
作
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

  

大
工
道
具
に
は
、
様
々
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
名
前
や
道

具
の
特
徴
を
覚
え
て
、
正
し
く
使
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

  

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
し
て
、

自
分
で
引
い
た
図
面
で
家
を
建
て
ら

れ
る
大
工
を
目
指
し
ま
す
。

40
金づちを使って工作をする優人さん
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上佐ヶ野・梨本簡易水道

河津町水道事業

上佐ヶ野
簡易水道

梨本簡易水道

　水道は私たちの暮らしになくてはならない重要なインフラ

です。特に日本の水道水は検査項目が多く、その厳格な基準

によって高い安全性が確保されています。

　しかしながら現在、日本の水道管の多くは、昭和40年～50

年代に整備されており、老朽化した水道施設・管路の更新が

懸念され、併せて多くの自治体では人口減少などの影響でそ

の収入は減る一方で、水道管や施設の更新を行う費用が確保

できないという懸念がされています。

　河津町の水道は、大丈夫なのでしょうか？

　河津町水道事業は、昭和46年に峰地区・河津町・見高入谷

の３つの簡易水道を統合して創設されました。

　平成12年に縄地・逆川と簡易水道を統合し、平成20年には上河津地区・泉奥原地区も統合、計画給水人口7,760人、

計画一日最大給水量7,730立方メートル/日の水道事業となっています。

　この他に上佐ヶ野簡易水道組合と梨本簡易水道組合などがあり水の供給を行っています。

河津町の水道について

　河津町における人口減少は、水道事業が計画された当時の人口は昭和45年に9642人だったものが、現在平成28年

には7543人（78.2％）と、2,099人もの減少となっています。

　使用水量も同様に減少、機器の節水等も進み水道料金収入は減収し続けています。さらに、水道施設の老朽化が

進み設備の更新費用が増すようになっています。減収と更新費用増という中で、現在の水道事業を維持することは

大変厳しくなっているのが現状です。

　水道事業を考える上で今後の町の状況を見据えて、更新が必要な施設・適切な料金を算出し、安定した水道事業

が持続できるような仕組み、実現可能な計画を作っていかなくてはなりません。

　町の水道事業だけでなく、上佐ヶ野地区・梨本地区の二つの簡易水道事業も同様で、さらに簡易水道事業では高

齢化という問題も加わり地区だけで管理するという点でも維持が困難になるのではないかと懸念されます。

人口減少と老朽化

　河津町の水道料金は、昭和58年以降30年以上据え置かれています。

今後、将来に向けた水道料金の適正な価格を検討するため、施設や設備

の更新費用や修繕費用などを見込み、中長期的な展望に立ち水道事業計

画（新水道ビジョン）に取り組んでいきます。持続的な安定した水道事

業の運営には水道料金の改定も必要になると思われます。皆さまのご理

解をよろしくお願いします。

いままでも、これからも、
　　　　　安全でおいしいみんなの水道。

問　建設課　水道温泉係　☎34－1954

水道料金について

　

第
２
回
バ
ラ
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
が
１
月
25
日
と
26
日
、
河

津
バ
ガ
テ
ル
公
園
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー

で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
か
ら
鹿
児

島
ま
で
全
国
各
地
の
バ
ラ
園
合
計

10
施
設
が
参
加
し
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
団
体
は
全
国
の

バ
ラ
園
間
の
連
携
を
深
め
、
技
術

の
向
上
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
28
年

７
月
に
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園(

岐

阜
県
）
で
第
１
回
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
２
回
会
議
で
は
各
園
共
通
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
検
討
、
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
方
法
、
肥
料

の
配
合
や
害
虫
対
策
な
ど
に
つ
い

て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
２
日
目
に

は
剪
定
や
誘
引
の
手
法
に
つ
い
て

実
技
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
長
を
務
め
た
河
津
バ
ガ
テ
ル

公
園
の
山
本
健
生
公
園
長
は
「
今

後
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を

継
続
し
、
全
国
の
バ
ラ
園
の
相
互

発
展
を
目
指
し
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

皆
さ
ま
に
は
上
記
期
間
中
は
「
さ

ら
な
る
ご
み
の
分
別
を
し
、
燃
や

す
ご
み
の
減
量
化
」
に
ご
協
力
願

い
ま
す
。

　

徹
底
し
た
分
別
は
、
ご
み
出
し

量
の
減
少
に
繋
が
り
ま
す
。

問　

町
民
生
活
課

　
　
　
　

☎
（
３
４
）
１
９
３
２

　

１
月
26
日
、
東
京
上
野
恩
賜
公

園
に
お
い
て
、
東
京
都
台
東
区
の

協
力
の
も
と
河
津
桜
成
木
を
３
本

植
栽
し
ま
し
た
。

　

成
木
は
公
園
内
の
不
忍
池
の
ほ

と
り
に
植
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も

「
河
津
桜
」
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー

ト
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
下

旬
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
先
駆
け
、

淡
紅
色
に
咲
く
河
津
桜
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
野
に
お
出

か
け
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

news

news

info

バ
ラ
園
10
施
設
が
意
見
交
換

第
２
回
バ
ラ
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

不忍池の河津桜

４
月
か
ら
ご
み
出
し
は
８
時
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す

上
野
恩
賜
公
園
不
忍
池
に

河
津
桜
を
植
樹

写真上：挨拶を
する山本健生公
園長

写真左：会議の
様子

期
　
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　

平
成
32
年
３
月
31
日

変
更
前　

→　

８
時
３
０
分
ま
で

変
更
後
　
→
　
８
時
ま
で

※

８
時
以
降
に
出
さ
れ
た
ご
み
に

つ
い
て
は
、
収
集
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

☆
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
ご
み
処
理
を
他
市
町

へ
依
頼
す
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の

　

平
成
30
～
31
年
度
に
エ
コ
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
東
河
の
焼
却
処
理
施

設
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

期
間
中
は
ご
み
を
他
市
町
（
松

崎
町
と
西
伊
豆
町
）
へ
運
搬
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
く
時

間
を
４
月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
収
集
日
に
つ
い
て
は
、

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

縄地

見高
入谷

逆川
小鍋

泉奥原

大鍋
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河津町総合教育会議
日　　　時　平成30年１月18日(木)

場　　　所　文化の家　生涯学習室

議　　　題　①教育大綱、基本施策の達成状況について

　　　　　　②今後の取組みについて（小学校のあり方について）

　　　　　　③河津町教育資金利子補給金交付要綱（案）について

会議録要旨　

・教育大綱、基本施策の達成状況について

　教育大綱に４つの基本目標と、その中に19の基本施策があり、基本施策についての達成状況及び次年度以降の

取組み目標について報告した。

・今後の取組みについて（小学校のあり方について）

　将来を担う子どもたちの未来を創っていくために20年先、30年先の計を見通さなくてはならない。そこで、

河津町学校教育環境整備委員会を立ち上げ、慎重の上にも慎重を重ね、様々な角度から十分な時間をかけて小

学校のあり方について議論していきたいと考える。

・河津町教育資金利子補給金交付要綱（案）について

　町内に住所を有する者（被扶養）の就学のための教育費負担を軽減し、経済的地位の向上を図る制度で、

教育資金や奨学金を金融機関等から借り入れた際の利子を補給する制度を創設します。

担　当　課　教育委員会　☎34ー1117

河津町高齢者保健福祉計画等策定委員会（第２回）
日　　　時　平成30年２月２日 (金) 17時～18時15分

場　　　所　保健福祉センター　ふれあいホール

主　　　旨　河津町における高齢者のニーズと将来必要な保健福祉サービスの量を明らかにし、現状や課題を

　　　　　　踏まえ、将来必要とされるサービス提供体制を整備するための高齢者保健福祉計画、介護保険事

　　　　　　業計画について協議する。

議　　　題　河津町第８次高齢者保健福祉計画及び第７期介護保険事業計画について

会議録要旨　

　前回意見の反映、修正内容、保険料の推計について説明し、策定委員からは、計画内容について広報等によ

り町民に十分伝えて欲しいという意見が出て、計画案は適当とされた。諮問に対する答申は、２月７日（水）

に委員長から町長へ行うことを確認。また、２月13日 (火) ～26日 (月) の日程でパブリックコメントを実施し、

町議会３月定例会において保険料の承認を得て、本年度中に計画を策定することを確認した。

【計画案の内容】

・以下の項目に重点を置く

　(1)高齢者の積極的な社会参加の促進

　(2)健康づくりの推進

　(3)介護保健サービスの円滑な推進

　(4)認知症への理解と適正な対応の推進

　(5)支え合う地域づくりの推進

・介護保険料基準月額は、介護サービス施設利用者の増加推計などから、現計画から1,600円増え、6,500円とする。

担　当　課　保健福祉課　☎34ー1937

ふれあい町長室（平成30年１月24日 (水) ）

参加者：１名　テーマ：「町政策の見直し」

担当課　まちづくり推進課　☎34－1924

町が行った主要な会議の公開について

減塩料理教室

保健のお知らせ
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　３月19日(月)   

　　　　13時30分～15時30分

　　　　４月２日(月)   

　　　　13時30分～15時30分

場　所　保健福祉センター

持ち物　身元の確認ができるもの (写

真付きでない場合は２種類ご持参くだ

さい)、個人番号カードまたは通知カード

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　４月３日(火)

　　　　10時00分～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食、育児相談

持ち物　母子健康手帳

■ママパパ学級(予約制)

　妊婦さんのための教室です。

　３回１コースの内容です。都合の悪い

人は、いずれか１回の参加でもかまい

ません。

第１課　４月９日(月)

　　　　13時30分～16時

第２課　４月23日(月)

　　　　10時00分～12時00分

第３課　５月７日(月)

　　　　10時00分～13時30分

場　所　保健福祉センター　２階

持ち物　母子健康手帳　

　　　　動きやすい服装でお越しくだ

　　　　さい。

対　象　昭和54年４月２日～平成元年４月１日生まれの男女

　　　　加入保険は問いません

定　員　80人

場　所　保健福祉センター（役場庁舎裏）託児あり

実施日　４月22日 (日)

時　間　①8：00～8：15　②8：15～8：30　③8：30～8：45

　　　　④8：45～9：00　⑤9：00～9：15　⑥9：15～9：30

　　　　(混雑を避けるため、受付時間を区切って予約を受け付けます。)

負担金　1,000円

対象の方へは、後日詳細をご案内します。

問　保健福祉課　健康係　☎34－1937

●今月のテーマ

「私達の健康は
私達の手で」

保健福祉課　☎34－1937

　

生
活
習
慣
の
基
本
と
な
る

食
事
。
生
活
習
慣
病
と
い
わ

れ
る
高
血
圧
や
糖
尿
病
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
疾
患
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
広
報

で
何
度
も
取
り
上
げ
て
い
ま

す
が
、
静
岡
県
の
中
で
も
東

部
・
伊
豆
地
区
は
高
血
圧
者

が
多
い
地
域
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
の
１
つ
と
し

て
塩
分
の
多
い
食
事
「
干

物
・
汁
物
・
漬
物
」
を
よ
く

食
べ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
特
定
健
診
後
の
保
健
指
導

や
健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
で

保
健
師
や
栄
養
士
が
説
明
を

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に

も
食
事
に
関
す
る
活
動
を
し

て
い
る
組
織
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
す
か
？
河
津
町
健
康
づ

く
り
食
生
活
推
進
協
議
会
（
島

崎
公
子
会
長
）
、
通
称
「
食
推

さ
ん
」
で
す
。
「
私
達
の
健
康

は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
食
を
通
し
た
健
康
づ
く

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
会

員
数
は
34
名
で
９
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
減
塩
料

理
教
室
や
、
親
子
料
理
教
室
、

乳
児
健
診
で
の
離
乳
食
の
試

食
提
供
な
ど
、
多
く
の
場
面

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
減
塩

と
野
菜
摂
取
の
普
及
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で

も
研
修
を
行
い
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
新
し
い
情
報
や
レ

シ
ピ
の
習
得
に
努
め
て
い
ま

す
。
来
年
度
か
ら
は
会
員
も

増
え
、
さ
ら
に
賑
や
か
に
活

動
し
て
い
く
予
定
で
す
。
生

活
習
慣
は
小
さ
な
頃
か
ら
の

毎
日
の
積
み
重
ね
で
す
。
子

ど
も
に
も
食
の
大
切
さ
を
伝

え
、
未
来
に
向
け
た
活
動
を

今
後
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

30
歳
代
の
３
、
４
人
に
１
人
が
既
に
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
ま
た
は
予
備

群
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

若
い
う
ち
か
ら
自
分
の
身
体
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
生
活
習
慣
病
予
防
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
30
歳
か
ら
39
歳
に
な
る
方
を
対
象

に
き
っ
か
け
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
19
日 (

月
）

か
ら
４
月
６
日
（
金
）
の
間
に
、
保
健
福
祉
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
　
関
　
真
由
美
　
保
健
師

き
っ
か
け
検
診
の
ご
案
内
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河
津
駅

今
井
浜
海
岸
駅

河津浜海水浴場

今井浜海水浴場今井浜海水浴場

伊豆
オレンヂセンター

踊り子
温泉会館

生コン

峰温泉大噴湯公園

初景滝

河津踊子
滝見橋

③ ② ①

踊り子歩道

至 

修
善
寺

天城山隧道

八丁池

河津七滝
ループ橋

踊子花街道

⑨ 伊豆の踊り子美術館

河津
バガテル

公園

至 

伊
東

至 

下
田

河津
郵便局

踊り子
温泉会館

⑤

⑩

★３ ★２

★１

⑥
⑦⑧

河津浜海水浴場

⑦河津駅

⑩伊豆の踊り子

い
て
、
街
灯
に
は
そ
の
名
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑨
伊
豆
の
踊
り
子
美
術
館

　

見
高
に
あ
る
伊
豆
オ
レ
ン
ヂ
セ

ン
タ
ー
の
建
物
奥
に
「
伊
豆
の
踊

り
子
美
術
館
」
が
あ
り
、
踊
り
子

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑩
伊
豆
の
踊
り
子
（
バ
ラ
）

★
平
成
14
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ

市
よ
り
、
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
が

で
き
た
こ
と
を
記
念
し
て
パ
リ
市

と
河
津
町
と
の
友
好
の
証
と
し
て
、

河
津
町
に
贈
ら
れ
た
四
季
咲
き
の

バ
ラ
で
す
。
作
出
者
は
ア
ラ
ン
・

メ
イ
ア
ン
で
、
河
津
が
『
伊
豆
の

踊
子
』
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
花

び
ら
は
鮮
や
か
な
黄
色
を
し
て
お

り
、
踊
り
子
を
思
わ
せ
ま
す
。

【
広
報
協
力
員
】

村
木
竜
也
　
田
島
禎
之
　
長
岡
秀

植
田
友
香
　
山
崎
綾
　
　
東
真
理

磯
谷
美
佐
　
鈴
木
香
織

【
参
考
文
献
】

テ
キ
ス
ト

・
川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
新
潮
社

評
論

・
原
善
編
『
川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
作

品
論
集
』
株
式
会
社
ク
レ
ス
出
版

・
大
久
保
喬
樹
『
川
端
康
成
　
美
し
い
日
本

の
私
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

・
鈴
木
伸
一
・
山
田
吉
郎
編
『
川
端
康
成
作

品
論
集
成
　
第
１
巻
』
株
式
会
社
お
う
ふ
う

⑦
河
津
駅

　

駅
前
に
、
踊
り
子
と
学
生
が
並

ん
で
石
に
腰
掛
け
た
像
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
駅
構
内
に
は
踊
り

子
の
顔
出
し
パ
ネ
ル
や
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
作
っ
た
木
製
の
踊
り
子

像
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

待
合
室
で
は
『
伊
豆
の
踊
子
』
の

文
庫
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑧
踊
子
花
街
道

　

観
光
交
流
館
付
近
か
ら
国
道
１

３
５
号
線
へ
向
か
う
直
線
の
通
り

は
「
踊
子
花
街
道
」
と
呼
ば
れ
て

「河津町介護家族の会」入会者募集

治療奉仕を実施します

SNSの使い方に気をつけて！

◆ 今月の納税 ◆
町県民税随時期、国民健康保険税随時期

後期高齢者医療保険料８期　４月２日 (月) が納期です。

問　町民生活課　34ー1928

「ONE HEART・思いはひとつ正義を貫く」

　平成31年４月採用予定の警察官A（大

学卒業または卒業見込み）を募集しま

す。募集の詳細については、下田警察

署またはお近くの交番・駐在所までお

問い合わせください。

採用説明会

３月８日（木）15時～

下田警察署松崎分庁舎　２階講堂

３月９日（金）18時～

下田警察署　３階講堂

受　付　３月20日 (火) ～４月13日 (金）

問　下田警察署　警務課

　　　 　　　  ☎27－0110 (内線211)

　人事院は平成30年度の採用試験を行

います。受験案内は人事院ホームペー

ジからダウンロードできます。また、

受験申込みはインターネットで行って

ください。詳しくは人事院中部事務局

までお問い合わせください。

総合職試験（院卒者・大卒程度試験）

受　付　３月30日 (金) ～４月９日 (月)

第１次試験日　４月29日（日）

一般職試験（大卒程度試験）

受　付　４月６日 (金) ～４月18日 (水）

第１次試験日　６月17日（日）

一般職試験（高卒試験・社会人試験

（係員級））、税務職員試験

受　付　６月18日 (月) ～６月27日 (水)

第１次試験日　９月２日（日）

問　人事院中部事務局　第二課試験係

　　　　　　　　  ☎052－961－6838

静岡県警察官募集

国家公務員募集

自衛隊
一般幹部候補生・一般曹候補生募集

ふれあい看護体験参加者募集

　一般幹部候補生は将来自衛隊の中枢

を担うことを期待されたコースです。

陸・海・空自衛隊の幹部候補生学校に入

校し、１年後幹部に昇任、部隊におい

て各職域の専門的リーダーとして活躍

します。文系及び理工科系から進む通

常のコース、パイロットコース、理工

科系から進む技術要員コース、医科・

歯科・薬剤科系から進む医官等コース

に分かれています。

　一般曹候補生は各部隊の中核となる

陸・海・空曹自衛官を養成するコースで

す。自衛隊の約71種類からなるいずれ

かの職につき、３曹昇任後４年で、部内

選抜の幹部候補生への受験資格が得ら

れます。

資　格　平成30年４月１日現在、一般幹

部候補生は22歳以上26歳未満の大学卒

業または見込みの人、一般曹候補生は

18歳以上27歳未満の人

受　付　３月１日(木) ～５月１日(火)

試験日　一般幹部候補生は５月12日(土)

(飛行は5月12日(土)と13日(日))、一般曹

候補生は5月26日(土)

問　自衛隊伊東地域事務所

　　　　　　　　　☎0557－37－9632

 「ふれあい看護体験」は、住民のため

に保健医療福祉施設がドアを開き、見

学や簡単な看護体験、関係者との交流

などを行うイベントです。郡内では伊

豆今井浜病院や熱川温泉病院などで実

施します。

応　募　郵便往復ハガキの裏面に①施

設名と日付②住所③氏名（フリガナ）

④年齢⑤性別⑥職業⑦電話番号⑧洋服

サイズ⑨応募の理由⑩「ふれあい介護

体験」を何で知ったか、表面に①申込

者の住所②氏名を記入して郵送

受　付　4月2日(月)～4月23日(月)

　詳細はホームページをご覧ください。

問　静岡県ナースセンター

　　　　 　　　　  ☎054－202－1761

　　静岡県看護協会ホームページ　　

　　　　 http://www.shizuoka-na.jp/

　河津町にお住まいの方で介護に不安

がある人や過去に介護を経験した人、

介護に興味のある人などの交流の場と

して活動しております。入会を希望さ

れる人はご連絡をお待ちしております。

問　サンシニア河津　　  ☎32－3203

　　　　　　　　担当：佐々木、臼井

　河津鍼灸マッサージ師会では、はり・

きゅう・あん摩マッサージ指圧施術を

通して県民の健康維持、増進を図り、

公衆衛生の向上に寄与することを目的

として治療奉仕を実施します。

（１人１回20分、予約不可）

日　時　４月15日(日）10時～13時

　　　　　　　　　　(受付12時まで)

場　所　踊り子温泉会館

問　河津鍼灸マッサージ師会

　　　　　　　　　　 　  ☎34－1413

　中高生を中心に多くの子どもたちが

スマートフォンを持ち、SNS（ライン、

インスタグラム、ツイッター、フェイ

スブック）を利用していると思います。

　気軽に複数の人とメッセージのやり

とりができて便利な反面、ラインのグ

ループトークでのいじめやネット依存、

写真流出による被害、ネットを通じて

知り合った人と会い犯罪に巻き込まれ

てしまうケースなどが増えていること

も忘れてはいけません。ご家庭でイン

ターネットを利用する際のルールを作

るなど、話し合いの場を持ちましょう。

～インターネットを利用する際のルール～

・使用時間を決める

・悪口など相手が嫌な思いをする書き

込みをしない

・ネットで知り合った人と直接会わない

・安易に個人情報や顔写真を載せない

・投稿を公開する範囲を設定する

問　下田警察署管内防犯協会

　　　　　　　　　　 　  ☎34－1413
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河
津
駅

今
井
浜
海
岸
駅

河津浜海水浴場

今井浜海水浴場今井浜海水浴場

⑧ 舞子浜⑧ 舞子浜

伊豆
オレンヂセンター

踊り子
温泉会館

大噴湯公園

初景滝① 伊豆の踊子文学碑

★１　天城山隧道

② 福田屋旅館

河津踊子
滝見橋

④ ③ ②

踊子歩道

至 

修
善
寺

天城山隧道

八丁池

河津七滝
ループ橋

ほっと
ステーション

踊子花街道

⑨ 伊豆の踊り子美術館

河津
バガテル

公園

至 

伊
東

踊り子
温泉会館

④

★２　①

★１

⑤
⑥⑦

河津浜海水浴場

河津郵便局で踊り子と学生

のはがきを売っているよ！

★
１
　
天
城
山
隧
道

　

旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
と
も
呼
ば
れ

る
、
明
治
37
年
竣
工
の
石
造
り
の

ト
ン
ネ
ル
で
す
。
平
成
13
年
に
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

 

『
伊
豆
の
踊
子
』
の
作
中
で
、
修

善
寺
、
湯
ヶ
島
と
旅
を
し
て
き
た

学
生
が
再
び
旅
芸
人
の
一
行
と
出

会
う
の
が
こ
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

★
２
　
福
田
家
旅
館

　

明
治
12
年
に
開
業
し
た
老
舗
旅

館
で
す
。
『
伊
豆
の
踊
子
』
で
は

「
小
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
共
同
湯

の
横
の
橋
を
渡
っ
た
温
泉
宿
」
と

し
て
登
場
し
ま
す
。

　

学
生
が
福
田
家
旅
館
の
風
呂
に

入
っ
て
い
る
と
、
川
向
か
い
の
共

同
湯
か
ら
踊
子
が
真
裸
で
飛
び
出

し
て
き
て
、
学
生
は
そ
の
姿
に
子

ど
も
ら
し
さ
を
感
じ
る…

…

と
い

う
場
面
が
有
名
で
す
。

①
伊
豆
の
踊
子
文
学
碑

　

昭
和
40
年
、
福
田
家
旅
館
の
隣

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
碑
面
に
は
、

「
湯
ヶ
野
ま
で
は
河
津
川
の
渓
谷

に
沿
う
て…

…

」
と
、『
伊
豆
の
踊

『
伊
豆
の
踊
子
』
の

舞
台

子
』
の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
川
端
康
成
の
直
筆
を
拡
大

し
た
も
の
で
す
。

　

毎
年
11
月
に
行
わ
れ
る
伊
豆
の

踊
り
子
文
学
祭
で
は
、
踊
り
子
と

学
生
の
格
好
を
し
た
二
人
が
こ
の

文
学
碑
に
献
花
を
し
ま
す
。

②
河
津
踊
子
滝
見
橋

 

「
片
塔
式
ウ
ェ
ー
ブ
橋
」
と
い
う

吊
り
橋
で
す
。

　

本
谷
川
沿
い
を
登
っ
て
七
滝
の

中
の
蛇
滝
の
先
に
か
か
る
情
緒
あ

る
橋
で
す
。

③
初
景
滝
の
伊
豆
の
踊
り
子
像

　

七
滝
の
ひ
と
つ
初
景
滝
に
は

「
踊
り
子
と
私
」
の
ブ
ロ
ン
ズ
像

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
11
月
に
行
わ

れ
る
滝
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
で

も
あ
り
、フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

④
踊
り
子
像

　

初
景
滝
に
向
か
う
手
前
に
、
踊

り
子
の
像
が
あ
り
ま
す
。

⑤
踊
り
子
温
泉
会
館

 

「
峰
温
泉
」
の
豊
か
な
湯
を
活

か
し
た
純
和
風
造
り
の
町
営
施
設

で
す
。

⑥
河
津
桜
観
光
交
流
館

　

川
端
康
成
の
写
真
や
、
映
画
の

撮
影
の
様
子
の
写
真
が
展
示
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
踊
り
子
の
ス
タ
ン

プ
が
押
せ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。

踊
り
子
に
関
わ
り
の

あ
る
場
所

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

19日(木)

17日(木)

28日(木)

午後・夜間

26日(木)

23日(木)

27日(木)

10月

11月

12月

１月

２月

３月

18日(木)

22日(木)

13日(木)

午後・夜間

24日(木)

28日(木)

７日(木)

月検査日 検査日

　静岡県では、平成30年度肝炎ウイル

ス検査、HIV検査、梅毒検査、HTLV-1

検査 (11月のみ) 、骨髄バンクドナー登

録を実施します。検査は無料で、電話

予約が必要です。

会　場　下田総合庁舎　別館１階相談室

時　間

（１）問診・採血

９時～12時 (夜間検査時は17時30分～19

時）(要予約）

（２）結果通知

①B型肝炎・HIV・梅毒検査（面談で告

知）…検査当日の14時～17時（午後検

査時は15時～16時30分、夜間検査時は

19時～20時30分）

②C型肝炎・HTLV-1検査…約２週間後

（面談で告知）

問　賀茂保健所　地域医療課

　　　　　　　　　　　   ☎24－2052

　　松崎保健支援室（相談）

　　　　　　　　　　　   ☎42－0262

（１月１日～31日届出）

戸籍だより

相　談

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（２月１日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,399 人　　前月比（－11)

3,589 人

3,810 人

3,334 世帯　前月比（＋５）

※このコーナーに掲載を望まない場合は

　お申出ください。

日　時　３月20日(水)　10時～15時

場　所　保健福祉センター１階  展示室

問　社会福祉協議会　 　 ☎34－1286

日　時　４月18日(水)　10時～15時

場　所　ボランティア団体室

問　町民生活課　　　  　☎34－1932

日時・場所

４月６日(金)　下田市役所（要予約）

４月20日(金)　河津町役場（要予約）

９時30分～11時30分、13時～14時

以下の問合せ先で電話予約をしてください。

問　下田市役所市民保健課   ☎22－3922

　　河津町役場町民生活課   ☎34－1932

 

 

飼い主のいない犬・ねこに限ります

日　時　４月18日(水)

　　　　10時40分～10時50分

場　所　役場前駐車場

問　町民生活課窓口係　  ☎34－1932

行政・生活相談

日本年金機構出張相談

身近なこと生活相談へ

ご結婚おめでとう
〔町内へ〕

地　区

梨本

笹原

浜

(旧姓)

佐野

伊藤

肥喜里

前住所

下峰

静岡市

見高浜

お名前

大塩　一都

　　百合香

塚田　博貴

　　　有香

村木　千波

　　美由紀

犬・ねこ適正飼養相談

肝炎ウイルス検査などを実施

お知らせ

◆ 今月のふれあい町長室 ◆
３月26日(月) 13時30分～15時30分　1人20分程度、団体不可、

個人は３人まで（職員が立会います）

予約受付：３月19日(月)～３月23日(金)

問　まちづくり推進課　34ー1924

※河津町民専用のフリーダイヤル番号

0120－560－655

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について

年中無休で各分野の専門スタッフが相談に応じます
　　　　　　　　　　　   (電話健康相談専門事業者への委託事業)

お悔やみ申し上げます
年齢

84

89

91

96

84

87

77

103

98

82

90

93

84

64

85

世帯主

本人

本人

本人

本人

本人

本人

本人

惠児

中村　聰

本人

本人

太助

鉄明

和茂

孝志

地 区

谷津

田中

下佐ケ野

下峰

上峰

上峰

見高入谷

上佐ケ野

見高浜

下佐ケ野

下峰

上峰

見高入谷

下峰

下峰

お名前

田 和  洋 一

鈴 木  き り

稲 葉   　實

正木 とよ子

齋 藤  宗 重

村 串  英 雄

土屋 粂太郎

飯 田  こ と

山 口  忠 代

菊 地  定 明

豊 嶋  　 明

正 木  ち よ

土 屋  岸 代

鳥 澤  正 子

正 木  信 子
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　１月21日に行われた第46回下田・河津駅伝競走大会において、河津中学校男子チームが

３連覇を達成しました。河津では５チームが参加しています。

　チームの成績と個人の成績は次のとおりです。

河津中学校男子三連覇

第46回下田・河津駅伝競走大会

【河津町関係チームの成績（団体）】

南小スタートの様子

部　門 順　位 チーム名 記　録

中学校男子 １位 河津中学校 １時間２１分４７秒

中学校女子 ３位 河津中学校 １時間４０分０５秒

一般男子 ２位 オール河津 １時間２０分０５秒

一般男子 ９位 河津走ろう会 １時間３１分４８秒

一般男子 ２７位 河津町役場 １時間４４分０５秒

チーム名 １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区

河津中学校

（男子）

相澤良太
18分54秒 (３位)

河津中学校

（女子）

木下小百合
22分08秒 (６位)

オール河津
鈴木丈太

17分54秒 (２位)

河津走ろう会
植田耕一郎

20分19秒 (13位)

河津町役場
加藤浩平

20分58秒 (19位)

小河玄茉
16分27秒 (１位) 新

板垣南美
20分26秒 (４位)

村串弘親
16分31秒 (３位)

倉原卓也
18分12秒 (７位)

鈴木剛
22分36秒 (38位)

大橋歩
9分25秒 (１位)

板垣聖奈
12分24秒 (６位)

鳥澤祐一
9分14秒 (１位)

稲毛玲偉
9分42秒 (３位)

遠藤健司
14分06秒 (41位)

島崎康資
13分33秒 (５位)

鈴木　曜
15分26秒 (３位)

片山径介
12分01秒 (１位)

長谷川愛
15分05秒 (19位)

萩原和也
15分11秒 (20位)

菊池祐明
11分56秒 (３位)

山田桜愛
14分26秒 (３位)

井勝広隆
11分42秒 (１位)

正木瑠香
14分24秒 (17位)

臼井理治
15分17秒 (31位)

正木楓
11分32秒 (１位) 新

佐藤舞里子
15分15秒 (５位)

鈴木健五
12分43秒 (２位)

井勝俊輔
14分06秒 (８位)

土屋悟史
15分57秒 (20位)

民間広報協力員

『伊豆の踊子』の

舞台の一つ、福田家旅館

　

河
津
に
は
河
津
桜
や
わ
さ
び
、

河
津
七
滝
な
ど
数
多
く
の
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
今
回
の
民
間
広
報
協

力
員
特
集
で
は
、
そ
の
中
か
ら
私

た
ち
が
知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外

と
知
ら
な
い
、河
津
が
舞
台
と
な
っ

た
小
説
『
伊
豆
の
踊
子
』
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

　

河
津
を
歩
い
て
い
る
と
、
町
内

の
至
る
と
こ
ろ
で
踊
り
子
の
像
や

イ
ラ
ス
ト
、
名
前
を
見
か
け
る
と

思
い
ま
す
。
河
津
桜
ま
つ
り
で
も
、

踊
り
子
の
格
好
を
し
た
「
ミ
ス
伊

豆
の
踊
り
子
」
た
ち
が
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
踊
り
子
の
像
や
「
ミ

ス
伊
豆
の
踊
り
子
」
を
見
た
こ
と

は
あ
っ
て
も
、『
伊
豆
の
踊
子
』
が

ど
の
よ
う
な
小
説
な
の
か
、
河
津

の
ど
こ
を
舞
台
に
し
て
い
る
の
か
、

よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
民
間
広
報
協
力
員
も
、
初
め
は

こ
の
小
説
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
か

っ
た
り
、
昔
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ

て
も
内
容
を
覚
え
て
い
な
か
っ
た

り
と
、
詳
し
く
知
る
人
が
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、『
伊
豆
の
踊

子
』
の
こ
と
を
調
べ
て
い
く
に
つ

れ
て
、
も
っ
と
こ
の
小
説
の
面
白

さ
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
知
っ
て

も
ら
い
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
魅

力
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

「
道
が
つ
づ
ら
折
り
に
な
つ
て
、

い
よ
い
よ
天
城
峠
に
近
づ
い
た

と
思
ふ
こ
ろ
、
雨
脚
が
杉
の
密

林
を
白
く
染
め
な
が
ら
、
す
さ

ま
じ
い
早
さ
で
麓
か
ら
私
を
追

つ
て
来
た
。
」(

冒
頭
文
）

　

大
正
15
年
に
刊
行
さ
れ
た
、

川
端
康
成
の
初
期
の
代
表
作
。

伊
豆
の
自
然
を
背
景
に
、
学
生

（
旧
制
高
校
生
）
の
「
私
」
と

旅
芸
人
の
幼
い
踊
子
と
の
淡
い

恋
を
描
い
た
小
説
で
あ
る
。

　

大
正
11
年
、
康
成
は
数
年
前

に
伊
豆
へ
一
人
旅
を
し
た
と
き

の
体
験
を
元
に
草
稿
『
湯
ヶ
島

の
思
ひ
出
』
を
執
筆
。
こ
れ
を

書
き
直
し
た
も
の
が
『
伊
豆
の

踊
子
』
で
あ
る
。
河
津
町
内
で

は
旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
や
湯
ヶ
野

の
宿
場
町
が
舞
台
と
し
て
登
場

し
、
特
に
湯
ヶ
野
で
は
福
田
家

旅
館
や
共
同
湯
の
情
景
が
豊
か

に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
福

田
家
旅
館
に
は
現
在
も
康
成
が

宿
泊
し
た
客
室
が
残
っ
て
い
る
。

『
伊
豆
の
踊
子
』
と
は
？

※

本
特
集
で
は
、『
伊
豆
の
踊
子
』
の
作
中
人
物
を
「
踊
子
」、そ
れ
以
外
を
「
踊
り
子
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。
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『
伊
豆
の
踊
子
』
は
、
作
者
川
端

康
成
の
実
体
験
を
も
と
に
書
か
れ

た
小
説
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

川
端
康
成
は
明
治
32
年
、
大
阪

に
生
ま
れ
た
。
父
栄
吉
と
母
ゲ
ン
、

姉
の
芳
子
と
弟
の
康
成
の
４
人
家

族
で
あ
っ
た
。
し
か
し
康
成
が
２

歳
の
と
き
、
父
栄
吉
が
結
核
で
亡

く
な
り
、
こ
れ
を
追
う
よ
う
に
し

て
翌
年
、
母
ゲ
ン
が
同
じ
病
で
亡

く
な
る
。
残
さ
れ
た
姉
弟
の
う
ち
、

姉
の
芳
子
は
母
方
の
親
戚
に
、
康

明
治
32
年

(

１
８
９
９
）

大
正
７
年

(

１
９
１
８
）

大
正
11
年

(

１
９
２
２
）

大
正
15
年

(

１
９
２
６
）

０
歳

19
歳

23
歳

27
歳

大
阪
市
に
、
川
端
栄
吉
・
ゲ
ン
夫
妻
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る

一
高
時
代
に
修
善
寺
か
ら
下
田
へ
旅
行

→
踊
り
子
た
ち
と
の
出
会
い

伊
豆
湯
ヶ
島
で
、
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
元
と
な
る

『
湯
ヶ
島
の
思
ひ
出
』
を
執
筆

『
伊
豆
の
踊
子
』
を
発
表

　
成
は
祖
父
母
に
引
き
取
ら
れ
る
が
、

そ
の
姉
も
康
成
が
10
歳
の
と
き
に

亡
く
な
る
。
そ
し
て
15
歳
の
と
き

に
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
す

べ
て
の
身
内
を
亡
く
し
、
康
成
は

天
涯
の
孤
児
と
な
る
。

　

こ
の
特
異
な
生
い
立
ち
は
、
康

成
の
生
涯
に
「
孤
児
の
感
情
」
と
「
血

筋
へ
の
執
念
」
と
い
う
二
つ
の
影

を
落
と
す
こ
と
と
な
る
。
後
に
康

成
は
、
自
作
解
説
『
独
影
自
命
』

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　
こ
の
「
孤
児
」
は
私
の
全
作
品
、

全
生
涯
の
底
を
通
つ
て
流
れ
る
も

の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
で

は
さ
う
は
思
わ
な
い
、
け
れ
ど
も
、

さ
う
で
あ
つ
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
、

今
は
も
う
煩
憂
と
し
な
い
。

　

大
正
６
年
、
康
成
は
一
高
に
入

学
す
る
。
し
か
し
初
め
の
う
ち
、

康
成
は
な
か
な
か
寮
生
活
に
な
じ

め
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
の
こ
と
を
、

康
成
は
『
少
年
』
で
次
の
よ
う
に

振
り
返
っ
て
い
る
。

　

私
は
高
等
学
校
の
寮
生
活
が
、

一
二
年
の
間
は
ひ
ど
く
嫌
だ
つ
た
。

中
学
五
年
の
時
の
寄
宿
舎
と
勝
手

が
ち
が
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
私
の
幼
少
年
時
代
が
残
し
た

精
神
の
疾
患
ば
か
り
が
気
に
な
っ

て
、
自
分
を
憐
れ
む
念
と
自
分
を

厭
ふ
念
と
に
耐
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

孤
独
の
世
界
に
あ
っ
た
康
成
は
、

翌
大
正
７
年
、
そ
こ
か
ら
脱
出
す

る
た
め
に
伊
豆
の
旅
に
出
る
。

　

こ
の
旅
に
お
け
る
最
も
大
き
な

出
来
事
が
、
道
中
、
旅
芸
人
一
行

と
道
連
れ
に
な
っ
て
数
日
を
共
に

過
ご
し
、
年
若
い
踊
り
子
に
淡
い

恋
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

伊
豆
か
ら
戻
っ
た
康
成
は
、
東

京
の
本
郷
に
あ
る
「
エ
ラ
ン
」
と

い
う
カ
フ
ェ
に
出
入
り
す
る
よ
う

に
な
り
、
そ
こ
で
働
い
て
い
た
伊

は
踊
子
か
ら
「
い
い
人
」
す
な
わ

ち
幼
心
を
失
わ
な
い
人
と
認
め
ら

れ
て
、
こ
れ
ま
で
自
分
を
閉
じ
込

め
て
い
た
「
孤
児
根
性
」
か
ら
解

放
さ
れ
る
。
浄
化
救
済
の
実
現
で

あ
る
。
」

【
考
察
】

　

学
生
が
康
成
の
投
影
な
ら
ば
、

踊
子
は
伊
藤
初
代
の
、
旅
芸
人
一

行
は
康
成
の
家
族
の
投
影
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
踊
子
の
兄

が
父
栄
吉
と
同
じ
名
前
だ
っ
た
り
、

踊
子
の
年
齢
が
姉
芳
子
が
亡
く
な
っ

た
年
齢
と
一
致
し
て
い
た
り
す
る

こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

　

康
成
は
『
伊
豆
の
踊
子
』
の
中

で
学
生
と
旅
芸
人
の
交
流
を
描
く

こ
と
に
よ
り
、
幼
少
年
期
の
「
孤

児
の
感
情
」
や
「
血
筋
へ
の
執
念
」
、

そ
し
て
伊
藤
初
代
へ
の
恋
心
を
救

済
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

藤
初
代
と
恋
愛
を
す
る
。
初
代
は

子
ど
も
の
よ
う
な
純
真
さ
を
持
っ

た
、
ど
こ
か
寂
し
げ
な
少
女
だ
っ

た
。
し
か
し
婚
約
か
ら
わ
ず
か
１

カ
月
後
、
康
成
の
元
に
初
代
か
ら

手
紙
が
届
き
、
一
方
的
に
婚
約
を

破
棄
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

康
成
は
思
い
悩
み
、
そ
の
煩
悶

を
小
説
に
書
き
つ
づ
っ
た
。
大
正

11
年
に
執
筆
さ
れ
た
『
湯
ヶ
島
の

思
ひ
出
』
は
、
そ
の
作
業
の
集
大

成
で
あ
る
。
こ
の
草
稿
は
原
稿
用

紙
１
０
７
枚
の
未
完
の
作
品
で
、

現
存
し
な
い
。

　

大
正
15
年
、
康
成
は
『
伊
豆
の

踊
子
』を
発
表
す
る
。こ
れ
は『
湯
ヶ

島
の
思
ひ
出
』
の
一
部
を
書
き
直

し
た
も
の
で
あ
る
。

 

『
伊
豆
の
踊
子
』
に
登
場
す
る
学

生 (

「
私
」) 

は
、
孤
児
根
性
で
歪

ん
だ
自
分
の
性
質
に
対
し
反
省
を

重
ね
、
そ
の
息
苦
し
い
憂
鬱
に
堪

え
切
れ
ず
伊
豆
の
旅
に
出
て
き
た

人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

作
中
で
踊
子
が
学
生
に
言
う
。

 

「
ほ
ん
と
う
に
い
い
人
ね
。
い
い

人
は
い
い
ね
。
」

　

こ
の
場
面
に
つ
い
て
、
大
久
保

喬
樹
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
こ
に
お
い
て
と
う
と
う
、「
私
」

孤
独
な
幼
少
年
時
代

踊
り
子
と
の
出
会
い

『
伊
豆
の
踊
子
』
を
発
表

伊
藤
初
代
と
の
恋

≪旅芸人一行≫

四十女
母子

兄弟

千代子 (19歳)

栄吉 (24歳)

薫 (14歳)

【踊子】

 生涯学習とは

　一般には、人が生涯に行うあらゆる学習という意味で用いられています。

　人々が、いつでもどこでも、自由に学習機会を選択して学ぶことができる社会の実現を、これか

らも図っていきます。

　河津町立文化の家において、静岡県で出土した遺

物の展示が平成29年12月２日から平成30年１月９日

まで行われました。

　「出土品から知るヒトと動物の歴史」と題して、

イヌ・ウマ・トリなど様々な動物の遺物が展示・解

説され、訪れた人は興味深く見学していました。

　２月３日に遊び名人塾が西小学校で行われまし

た。スポーツ推進員の指導のもと、ドッジビーや

ミニサッカー・グランドゴルフを楽しみました。

その後、閉講式が行われ修了証が手渡されまし

た。

出土品から静岡の歴史を学ぶ

遊び名人塾
ニュースポーツ体験

静岡県埋蔵文化財センター巡回展

展示された出土品

ドッジビーを楽しむ児童

　１月27日、ふるさと緑の少年団の閉講式が文化

の家生涯学習室で行われました。鈴木基教育長の

レクレーションで、みんなで協力する大切さを学

びました。１年間活動してきて、様々なことを経

験することができました。

ふるさと緑の少年団
閉講式

レクレーションを行う団員たち

川端康成の年表
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２
月
23
日
、
河
津
桜
満
喫
ナ
イ

ト
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に
並
木
道

を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と
、
観
光

客
と
思
し
き
女
性
た
ち
の
会
話
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
「
と
て
も

綺
麗
ね
。
毎
年
河
津
に
来
て
い
る

け
ど
、
こ
こ
の
桜
が
咲
く
と
春
が

近
い
ん
だ
な
と
思
っ
て
嬉
し
く
な

る
の
よ
」。早
咲
き
で
知
ら
れ
る
河

津
桜
が
町
外
の
人
に
春
を
届
け
て

い
た
と
知
り
、
町
民
の
一
人
と
し

て
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
広
報

担
当
と
し
て
も
っ
と
河
津
桜
の
良

さ
を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

と
強
く
感
じ
た
体
験
で
し
た
。(

ｙ
）

姉妹都市 長野県白馬村通信

2018 FISノルディックコンバインド

ワールドカップ白馬大会を開催

■発行　河津町役場　〒413-0595 静岡県賀茂郡河津町田中 212-2 0558-34-1111　■編集　まちづくり推進課　■印刷 ㈱栄協　 　

■河津町ホームページアドレス  http : //www.town .kawazu . sh i zuoka . j p/　■E メール i n f o@town .kawazu . sh i zuoka . j p

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２月２日から４日にかけて、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白馬村では15季ぶりとなるW

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杯「2018 FIS ノルディックコ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンバインドワールドカップ白

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬大会」が開催され、白馬村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出身の渡部暁斗・善斗選手を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含む平昌五輪代表選手が参戦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しました。個人第13戦（第１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日目）では、平昌五輪代表で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人総合首位の渡部暁斗選手

が優勝、W杯通算14勝、4連勝を達成。1シーズン自己最多となる５勝目を記録

しました。次の日に行われた、個人第14戦（第2日目）では、条件に恵まれず、

前半のジャンプを８位で折り返すものの、後半のクロスカントリーで追い上げ

３位、W杯６連続の表彰台に立ちました。地元白馬での大歓声を受け、「普段は

聞こえない日本語の声援が楽しかった。」と笑顔で答えてくれました。

　
　
　

【
取
材
】
植
田　

友
香
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

島村 康 行 さん (50歳)

(自家焙煎珈琲「カフェアイラナ」経営)

ー 地区・笹原 ー

やすゆき

久美子 さん (58歳)

くみこ

お店の味を家庭でも
　

河
津
桜
観
光
交
流
館
の
す
ぐ
近
く
に

あ
る
、
自
家
焙
煎
珈
琲
「
カ
フ
ェ
ア
イ

ラ
ナ
」。島
村
康
行
さ
ん
、
久
美
子
さ
ん

の
ご
夫
婦
で
経
営
さ
れ
て
い
る
お
店
で

す
。ウ
ク
レ
レ
が
き
っ
か
け
で
知
り
合
っ

た
お
二
人
。
ア
イ
ラ
ナ
と
は
、
ハ
ワ
イ

語
で
「
島
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

　

店
内
は
豆
の
良
い
香
り
が
広
が
り
、

と
て
も
落
ち
着
け
る
空
間
で
す
。
豆
の

販
売
や
地
方
発
送
の
他
に
８
席
ほ
ど
の

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
い
れ
た
て
の

コ
ー
ヒ
ー
と
大
川
養
鶏
場
の
卵
を
使
っ

た
久
美
子
さ
ん
の
手
作
り
シ
フ
ォ
ン
ケ

ー
キ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
塚
で
15
年
間
、
ほ
と
ん
ど
休
む
こ

と
な
く
仕
事
を
し
て
き
て
、
都
会
で
は

な
い
場
所
で
自
分
の
積
ん
で
き
た
ス
キ

ル
を
生
か
し
た
い
と
の
思
い
で
河
津
に

移
住
を
決
め
ま
し
た
。
移
住
し
て
み
て

の
感
想
は
、
伊
豆
の
人
た
ち
は
と
に
か

く
温
か
い
と
康
行
さ
ん
。
空
気
が
澄
ん

で
い
て
星
が
と
て
も
キ
レ
イ
と
久
美
子

さ
ん
。
伊
豆
の
ジ
オ
に
興
味
が
あ
り
、

お
店
が
休
み
の
日
は
ジ
オ
巡
り
を
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

独
学
で
は
な
く
、
知
り
合
い
の
コ
ー

ヒ
ー
店
で
焙
煎
の
技
術
を
身
に
付
け
た

と
い
う
康
行
さ
ん
。
豆
の
性
質
に
合
わ

せ
て
焙
煎
を
し
て
い
る
の
で
、
味
に
は

と
て
も
自
信
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
４
か
月
。
よ
う
や
く

生
活
の
基
盤
が
で
き
、
落
ち
着
い
て
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

楽
し
さ
や
好
奇
心
を
持
っ
て
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
で
す
、
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

平昌五輪代表選手
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